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in the time ofKerakjatan (populism). Tjipto
MalgOenkoesoemo,aleadingproponentorIndies
nationalism,and Soetatmo Soeriok｡esoemo, a
leaderofJavanesenationalism,addressed these
(lueStionsand formulated diametricallyopposed















wasto show the rakjathow aJavanesecould
livehisSatria'slifeinthetimeofmadness,while
inheritilg the will of Pangeran Dipanegara,
because the evolution ald liberation orJava
would bepossibleonlywhen therakjatreincar-
nated thesplrltOfthe genuinesatria through
















われ らはまっす ぐに歩 もう





われ らはしが らみを通 り抜 け
障害 をとりのぞかねばな らぬ｡
道が SAM A RATA であるように





ブ ト (羅剃)のごとく戦 うなかれ
ただ騒 ぎをなすのみ
















いかなる財 (たか ら)をうしなふ も
おのが衿持 を守 る者,幸ひな り｡
上に掲げた詩 (Ⅰ)は,スマラン ･イスラ
742
ム同盟の 活動家で 機関誌 シナール ･ ヒンデ
ィアの記者で もあった マス ･マル コ (M as
M arco)が1918年にスマランの獄中で詠んだ
4行詩 (sjair) "Sama 且asa dan Sama
Rata" (｢共に感応 し, 共に分かつ｣あるい
















































ガ (pudjangga,宙廷詩人) ロンゴワル シト
(Ranggawarsita)が 1873年の死の直前に詠
んだ詩 HSinom Kalatida" (｢暗闇の時代の
詩｣)の一節である｡2)










迎 えんとしていた時期であ り, この時期,人
民運動 (pergerakan rakjat)は,その参加者
によっては, ラセクソ (Raseksa,Raksasa,
羅剰) に対 して 非妥協的な 戦いを挑むワヤ






歩 もう｣ (berdjalan teroes),｢急いで歩 く｣
















表現 されてお り, このような新 しい時代の到
来への予感 こそが,ロンゴヮルシトの詩的世









このように時代 と世界 とが動 きつつあること


































enkoesoemo) とスタットモ ･ス リヨクスモ
(Raden Ma§SoetatmoSoeriokoesoemo)













































rat) とともに, 人民運動の 混沌に秩序を回
復すべ く,みずか らパンディト(pandita,辛
宙の神秘 と神の本質についての知識- ソギ
ルム ngとImu- に通暁 した伝統的インテ リ
ゲンツイア)としてタマン ･シスワ (Taman
Siswa)を設立する｡8)
本稿の 目的は, このふた りの ジ1アワ知識



























Ⅰ ジャワ文化発展の方向と方法をめ ぐって- ジャワ文化発展のための会議
ジャワ文 化 発 展 のた めの会 議 (Congres
voorbetJavaanscheCultuurontwikkeling)
は,中部 ジャワの古都 スラカル タにおいて,
1918年 7月5日か ら7日まで 3日間にわたっ
て開催 された｡10)会議のイニシアテ イヴを掌
握 した のは, スタッ トモ ･ス リヨクスモ,
サテ ィマン ･ウィル ヨサンジ ョヨ (Satiman
Wirjosandjojo) らジャワ民族主義委員会 を
主宰す る<再建> (Wederopbouw) グルー












































らのブデ ィ ･ウ トモ指導者であった｡11)した
が って,会議の統一 テーマ も, これ らジャワ




れぞれ い かな る任務 を負 うべ きであるか, と
い うことであった｡12)こうして,会議 におい





なった｡ しか し,あるいは準備の不足 によ り
あ るいは上に述べたような争点に何 ら関連性
を持たぬ提言 を行 うことによって実質的に会
議に寄与す ることのなかった 3名 をのぞ くと,
6名中4名 までが ジャワ民族∃三義委員会の ス
タットモとサテ ィマン,後援者の ラジマン,
そしてオランダ人 ｢ジャワ主義者｣ ミューレ
ンフェル ト (A.M uhlenfeld) によって占め









ビ (南 スマトラ)に赴任してのちは, その弟
で当時 STOVIA の学生であった Soekiman







































































とのジョウォ ･ディポの批判, さらには ｢ボ
ロブ ドゥ-ルはいかにして建造 されたか,支
配者すなわち王の専制によってである｣ とい
った ｢スアラ ･ラヤット｣ (SoearaRakjat,
Ⅰ.S.D.V.機関誌) 誌上に おける ダルソノ








向 とは, ジャワ文化の原理 としての opvoed-
ing (教育,よ り広義には,知性あるいは徳性
を教育,指導などによって向上 させ ること)
に則 って く美> schoonheid の本質を顕現
させ ることにあるとい うものであっT= . すな
わち, かれによれば, 精神の 領域は 神 々の
つかさどる上位の 階梯に属 し, この 精神の




























































































民地支配の 要諦 として 人民の イニシアティ
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とされた｡20) このような倫理 主義に おける








































認識 することによって かれ らの opvoeding
論を定式化 していたか,そしてチプ トがこれ






















に沿って 構想するの ではなく, <黄金の 時
代> djamanmasと<狂気の時代>,djaman

















だ敵 とのみ主戦つていると確信 しつつ味方 と
単机､,敵 と同盟 してお ります｡誰ひとり正
しい目的を知 らず,あらゆるところで戦い
が燃 え上がってお ります｡貴族は平民 と,
クロモは ソゴコと,資本は (質)労働 と,
支配者は 被支配者 と, 政庁は 人民 と, 社














きてい るとはい え, ジャワ主義者は時代が今
や動 きつつあ り,<あけぼの>の間近いこと
を確信 していた｡26)オランダ人 ｢ジャワ主義








































digt･) という命題28)に示 されるように, 真


















は王国の<秩序 ･静誼 ･繁栄 ･福祉> として
現象する- の営為の中で師たるパンディト
と弟子 との間に理想的な kaula一gusti(アル










かれ らの 眼前に展開 しつつある人民 運動は






たのである｡30) かれ らにとって人民 とはあく●●

















































そうした 条件下において <秩序 ･静三盆･繁
栄 ･福祉>の実現,あるいは民生の確保-
向上ではない- が,王が<聖なる力>を集
中 して天災 と内乱を防止 し,大地の豊顔を保
証 したときに実現 されるということである｡
しかし,時代は変わ り,オランダのジャワ支










想 されていた｡ しか し,チプ トにとっては,













が強 くかれの感性を規定 していた｡しか し,
チプ トにとっては, このことは,かつてモジ
ョパ ヒトの時代に実現 されたとされ る<黄金
の時代>の本質の解明- とその思索を導いた
のではなく,何よりもまず, この<狂気の時




して読む態度に も通 じるものであ り,時代認
謂は しては,時代を<聖なる力>の集中と拡






開催 された第1回 東 インド人会議 (Indiers
Congres)において, ｢ジャワ人, その歴史
と倫理に ついての 若干の 考察｣ と超する報
告32)を行い,次のように述べている｡すなわ
ち,オランダの支配は,ジャワ人を全 くの無
権利状態に おとしめ, その 権威 主義的支配
(betprentah-wezen)と資本主義的搾取によ
って人民のすべてのエネルギーと勇気 と創造








































































のワヤン論 と比較 しつつ,チプ トにおいて,



















た役割 を果た し,か くて全体 として<真理>
waarheid を具現す るものである｡ そして,
く真理>は,パ ンデ ィトの導 きの もと不抜の
意志 と隔絶 した勇気 を持つサ トリオが,みず
か らの力 をおご りその武器の力 とさばの鋭 さ












































つ した神)がサ トリオの中のサ トリオ, アル
ジュノと その 子孫の 守護者で あることに求
め られ る｡すなわち,スマル (Semar) とは
Samarの意で, これは知 るあたわざるもの,
言挙げ しえぬ もの,感応 (ras乱)すべ きもの
であ り, 神 と存在の 本質たる<聖なる力>
の具象 した ものにはかな らない｡またガレン
(NalaGarとng) とは NalaCaring,すなわ
ち,魂の渇 き (betdroogehart),厳 しい禁
欲 と不抜の意志の ことである｡そして,ペ ト
ル ク (Petroek-kathong-bolong)とは,底な
し袋のペ トル クの名が示すごとく,限 りな さ
寛容を意味す る｡ したがって,アルジュノと
その子孫がスマル,ガレン,ペ トル クの 3名
のプノカワンに守護 され るとは,かれ らが眼
想 と苦行によってスマルに具象 され る<聖な
る力> と感応 し,か くて私心 を統御 し不抜の




運動 をサ トリオ と仮象す る立場を批判 して次
のようにい う｡
諸君はしたがって,幾年 もの歳月,おのれ
の祖父の もとで修業 して きた若武者 (bam-
bang)アビヨソだけがスマル,ガレン,ペ
トル クに守護 され るのをみるであ りま しょ
う｡ しか し, このことは,常に町に住み,
あまつ さえぜいた くな暮 らしを送 って きた
若武者が 3人のプノカワンによ り主人に選
ばれ るということでは決 してありません｡37)
チプ トの ワヤン論 とそこに認め られ る<人
民主義>認識は,上のようなスタットモのワ
ヤン論 との比較によ り明 らかにで きる｡そし
て,チプ トのワヤン諭 とスタ､ソトモのワヤン


















イトなる祖父 とチプ トみずからの言葉 とによ
って次のように語 る｡
｢わ しはおまえの決意におまえのサ トリオ









ことで あ ります｡ いかなる困難 といえど





















主体 としてのサ トリオと<人民主義> と東 イ


































































として, 9･30事件に連座 して処刑 されたス
ディスマン (Sudisman) の軍事法廷での言
葉を引用 して, 諭を終えることにしよう｡








あ りましょう｡ ときには激 しい蛍紅､に薗面
するであ りましょう｡そのような戦いは必





















41)quoted in Anderson, Benedict,R･0'G･,
HReligion and Politicsin Indonesia since
lndependence,"Andersonetal.,eds.,Religion
andSocialEthosinIndonesia,1975,p.32.
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